
介

　
研
究
篇
は
、
　
「
元
文
王
年
の
刈
谷
領
徒
党
強
訴
扁

　
「
幕
末
刈
谷
領
情
勢
」
「
嘉
永
六
年
（
一
八
五
四
）
の

璽
原
代
官
所
」
　
「
譜
代
の
研
究
」
の
雨
晒
交
を
お
さ

め
、
史
料
篇
は
、
大
別
し
て
刈
谷
町
方
関
係
文
書
・

一
兀
文
三
年
刈
谷
藩
鰯
限
徒
党
帆
強
訴
一
件
。
安
政
六
年
謝
刈

谷
藩
財
政
関
係
史
料
お
よ
び
そ
の
他
雑
文
書
に
分
つ

こ
と
が
で
ぎ
る
。
物
備
篇
は
、
下
等
六
年
か
ら
明
治

二
年
ま
で
の
刈
谷
町
の
物
価
の
変
動
を
、
白
米
・
黒

米
・
篇
米
・
黒
篇
米
・
春
麦
・
大
豆
・
小
豆
・
燈
油
・

有
明
油
・
胡
麻
油
」
魚
油
・
酒
・
銭
の
一
三
種
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
地
方
物
価
の
動
き
を

系
統
駒
に
知
り
う
る
数
少
い
資
料
の
一
で
あ
る
。
近

、
世
経
済
史
の
底
辺
を
な
す
塞
礎
的
作
業
で
あ
り
、
筆

潔
悩
人
と
し
て
は
こ
の
部
分
に
最
も
興
味
を
ひ
か
れ

た
。　

（
A
5
判
二
八
五
頁
、
昭
和
三
四
年
五
月
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

石
阪
孝
二
郎
編

　
兵
庫
津
北
風
家
惣
支
配
役

　
喜
多
丈
七
郎
ほ
誌

　
喜
多
文
七
郎
は
兵
庫
北
風
家
の
明
治
初
年
に
お
け

る
金
方
役
、
の
ち
昇
進
し
て
惣
支
配
役
を
勤
め
た
人

で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
北
風
家
は
説
明
す
る
ま
で
も

な
い
著
名
の
聚
商
、
問
屋
で
あ
っ
た
が
、
維
新
の
変

動
に
鮒
処
す
る
を
え
ず
、
明
治
一
八
年
に
没
落
し

た
。
こ
の
日
誌
は
明
治
三
年
一
〇
月
朔
日
よ
り
九
年

四
月
二
四
臼
に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
一
カ
月
後
に

指
導
喜
多
氏
は
急
死
し
た
。
原
因
は
明
ら
か
で
な
い

が
、
五
月
一
日
に
金
融
蹉
鉄
し
て
北
風
象
が
休
業
の

止
む
な
き
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
或
は
そ
れ
と
隣
係

あ
る
か
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
簡
単
な

メ
モ
形
式
で
、
加
え
て
公
私
混
濡
し
て
記
入
さ
れ
て

い
る
た
め
、
こ
の
暁
期
の
北
風
家
に
か
ん
し
何
ら
か

の
ま
と
ま
っ
た
資
料
を
え
よ
う
と
す
る
の
は
困
難
で

あ
る
。
が
、
通
商
司
・
為
替
叉
鋤
・
加
賀
藩
丘
ハ
庫
製

鉄
所
等
々
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
が
寵
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
研
究
に
は
一
読
の
価
値
も

あ
ろ
う
か
。
ビ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
パ
ン
ヒ
ー
ル
・
ニ
ウ

ル
ス
ペ
エ
ハ
（
新
聞
）
だ
の
コ
ー
ヒ
ー
の
到
来
、
そ

れ
に
兵
庫
で
始
め
て
（
7
胴
）
の
牛
肉
の
す
き
や
き
会

と
い
つ
だ
文
明
開
化
期
の
社
会
風
俗
を
知
る
資
料
も

多
い
。

（
昭
知
朋
鴛
一
四
年
詣
ハ
臼
〃
刊
、
　
△
n
5
判
一
黒
鷲
一
二
頁
、
　
頒
嫡

隣
○
○
円
、
神
戸
市
兵
庫
区
永
沢
町
四
ノ
ニ
隣
石
阪

孝
二
部
）
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
一
〇
月
傍
証

～
○
月
撰
銭
（
土
）
午
後
瞬
時

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
文
学
部
第
一
数
室

　
ア
メ
リ
カ
静
物
命
と
農
民
運
動
　
　
ム
コ
津
　
　
晃
氏

　
社
会
運
動
と
し
て
み
た
米
騒
動
　
渡
静
　

〃
鰍
氏

　
　
国
　
史
　
関

読
史
会
例
会

七
月
一
一
日
（
土
）

　
明
治
三
十
年
代
の
労
働
遅
動

　
文
化
史
と
唯
物
史
観

九
月
一
二
日
（
土
）
午
後
一
時

　
興
瀬
専
荘
園
に
関
す
る
一
覇
、
5
察

　
秩
禄
処
分
と
七
分
利
付
外
圏
公
債

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
午
後
　
時

係（
い
ず
れ
も
於
陳
列
館
演
習
室
）

午
後
一
時

三山
卸本
彰pxx

英郎

三熱
井　田

六

螂　公

明
治
後
期
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
鈴
木
　
　
良

畿
内
古
社
寺
の
古
文
書
・
古
書
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池
春
峰

　
　
東
洋
史
関
係

陥
舗
大
学
院
会
例
会

ユ59 （931）



九
廻
一
二
臼
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
賄
演
響
霊

　
漕
代
の
商
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
本
璽
巳

　
敦
燵
丁
中
郷
籍
に
お
け
る
従
化
郷
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
、
村
元
佑

　
○
月
一
〇
目
（
土
）
午
後
二
時
　
陳
列
館
演
習
室

　
明
代
の
寛
銀
鎖
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
崎
隆
興

　
　
一
－
…
防
衛
体
制
を
中
心
と
し
て
1
1

趨
麓
末
の
仏
儒
教
と
政
治

西
洋
史
関
係

読
書
会
例
会
　
於
顛
洋
史
研
究
室

九
月
ご
一
志
（
土
）

変
革
期
に
お
け
る
政
．
治
権
力
と
学
界

　
－
一
六
世
紀
英
園
の
場
ム
筒
i

李
　
大
熈

越
智
武
臣

九
月
二
六
目
（
土
）

　
変
革
期
に
お
け
る
政
治
権
力
と
畏
衆

　
　
ー
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
期
に
つ
い
て
i
－
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
賢
二
郎

人
文
地
理
単
関
係

人
交
地
理
学
会
　
第
3
3
圓
例
会

九
月
一
八
欝
（
土
）
　
　
　
於
立
命
館
大
学
文
学
都

　
近
枇
層
畳
の
地
理
学
と
北
方
問
題
押
野
昭
生

養
殖
漁
家
の
類
型
　
　
　
　
　
　
大
島
裟
二

庄
川
上
流
の
電
源
揮
発
と
地
域
の
変
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
寺
廉
吉

考
古
学
関
係

大
阪
鰐
大
東
衛
中
垣
内
弥
生
式
遣
出
の
調
査

　
関
蒲
配
電
が
大
阪
変
電
所
の
建
設
に
さ
い
し
て
、

遺
跡
の
事
箭
調
査
を
小
林
行
雄
講
師
に
委
嘱
。
調
査

は
七
月
二
八
日
か
ら
一
六
日
間
お
こ
な
わ
れ
、
構
内

の
北
方
隅
と
そ
の
北
側
の
ニ
ヵ
所
を
髭
下
し
た
。
北

東
隅
で
一
辺
約
ニ
メ
！
ト
ル
の
方
形
の
竪
穴
が
四
鋼

認
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
壼
、
灘
、
鉢
な
ど
を
含
む
大

聖
の
土
器
砕
お
よ
び
石
庖
丁
、
　
石
面
が
発
見
さ
れ

た
。
今
園
の
調
歩
で
発
掘
さ
れ
た
土
器
は
弥
生
式
前

期
の
も
の
が
多
く
、
隻
中
期
の
土
器
も
あ
る
。

長
広
敏
雄
教
授
の
渡
欧

　
人
文
科
学
研
究
所
の
長
広
敏
雄
教
授
は
東
洋
美
衛

の
調
査
の
た
め
八
月
渡
欧
。
ヨ
ー
p
ッ
パ
各
地
の
博

物
館
を
歴
誘
し
て
二
雪
掻
に
帰
国
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
秋
冷
の
候
を
迎
・
ん
、
　
漸
…
く
四
二
巻
」
も
山
ハ
翻
署
を
お
送

り
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
初
御
約
束
し
ま
し
た
年
閾

九
〇
〇
頁
（
昨
年
度
の
五
翻
増
）
を
こ
”
鴇
に
つ
つ
が

な
く
究
了
し
廉
し
た
こ
と
を
、
紫
様
と
と
も
に
慶
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
収
載
論
文
数
は
こ
九

篇
で
昨
年
度
に
比
し
、
僅
か
六
篇
を
増
加
し
た
に
止

量
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
雄
篇
力
作
の
多
か
っ
た
た

め
で
、
そ
の
こ
と
欝
体
は
編
集
委
員
会
と
し
て
大
い

に
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
多
数

の
会
熾
の
皆
襟
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
機
会
を
開
撫

す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
は
、
陽
○
○
字
五
〇
枚
以
内

の
投
稿
規
定
を
議
了
お
守
り
頂
ぎ
た
く
、
こ
の
こ
と

を
来
年
度
へ
の
申
し
送
り
獲
麟
と
し
て
お
願
い
し
た

」
い
と
思
い
豪
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
澄
元
）

一
盈
凱
竺
魂
壽
翻
窟
鍾
八
。
円

　
史
　
　
　
　
林
　
　
（
第
四
二
巻
　
第
六
愚
）

　
　
　
　
京
榔
市
窟
京
銭
憲
聞
塞
町

　
　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癌
替
京
都
近
｝
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
、
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
寮
鶉
市
下
猷
凱
茜
七
条
郷
研
ノ
内
東
町
三
九

印
三
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

160　（932）



会

告

嗣
、

日
本
学
術
会
議
第
五
期
会
員
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

来
る
十
一
月
二
十
日
、
日
本
学
術
会
議
第
五
期
O
会
員
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
各
氏
を
候
補
者
と
し
て

推
薦
い
た
し
ま
し
た
の
で
御
諒
承
下
さ
い
．

全

　本国
　会
　理区
井
　事（
　　篁

上芭

近
畿
地
方
区
　
（
第
一
）

　
　
本
会
評
議
員

　
　
　
　
　
貝
　
塚

東
北
地
方
区
　
（
第
一
部
）

　
　
本
会
評
議
員

　
　
　
　
　
曾
我
部

智
　
勇
氏

茂
　
樹
民

静
　
雄
氏

胴
、
史
学
研
究
会
大
会
予
告

　
下
記
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読

　
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
，
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

　
よ
う
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。

◇
＋
一
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

　
見
学
会
　
南
山
城
の
古
寺
巡
礼

一
休
寺
・
普
賢
寺
・
岩
船
寺
・
浄
瑠
璃
寺

に
て
懇
親
会
）

　
　
　
　
講
師

参
加
会
費

京
都
博
物
館

（
終
了
後
京
都
細
川
邸

毛
利
　
　
久
氏

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円
（
懇
親
会
費
を
含
む
）

※
参
加
御
希
望
の
方
は
会
費
を
添
え
て
前
も
っ
て
御
申
込
下
さ
い
。
当

　
口
御
申
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
ぎ
下

　
さ
い
。

◇
＋
一
月
二
日
（
月
）
午
後
一
時
よ
り

　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

戦
後
史
学
と
歴
史
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
教
授

地
籍
図
に
み
る
歴
史
地
理
学
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授

於
京
大
楽
友
会
館

鈴
　
木
　
成
　
高
　
氏

藤
岡
謙
二
郎
氏

◇
十
剛
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
大
会

◇
読
史
会
大
会
　
　
読
史
会
は
本
年
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
次

　
の
日
程
で
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
十
一
月
三
日
物
故
会
員
追
悼
会
・
公
開
講
演
会
・
祝
賀
晩
餐
会
◇
十
一

　
月
四
日
五
十
周
年
記
念
大
会
◇
十
一
刀
二
日
～
五
日
史
料
展

会
員
各
位

史
　
学
　
研
究
　
会


